
今
月
の
表
紙
／
�五
知
の
桜

草
木
が
芽
吹
き
始
め
る
す
が
す
が
し
く
明
る
く
美
し
い
春
で
す
。

横
山
や
爪
切
不
動
尊
な
ど
市
内
で
も
桜
狩
り
が
楽
し
め
ま
す
。

花
時
を
迎
え
た
ら
ぜ
ひ
お
気
に
入
り
の
場
所
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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志
摩
市
第
7期
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び

高
齢
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
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65歳

以
上
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

	
P
８
	
平
成
30年

度
は
固
定
資
産
評
価
替
え
の
年
で
す



　

市
で
は
、高
齢
者
が
可
能
な
限
り
健
康

で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
目
的
に
、平
成
30
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
、「
志
摩

市
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
高
齢

者
福
祉
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
３
期
計
画
時
に
定
め
た「
み
ん
な
が

支
え
合
い
、安
心
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」を
引

き
続
き
基
本
理
念
と
し
ま
す
。

　

本
計
画
は
、４
月
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
介
護・総
合
相
談
支
援
課
、各
支
所
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

基
本
方
針

　
「
地
域
生
活
を
支
え
る
体
制
の
強
化
」

「
介
護
予
防
と
自
立
生
活
の
推
進
」「
認
知

症
支
援
の
充
実
」「
地
域
交
流・
生
き
が
い

活
動
の
充
実
」「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。

　
本
計
画
で
は
、基
本
方
針
の
う
ち「
地
域

生
活
を
支
え
る
体
制
の
強
化
」「
介
護
予
防

と
自
立
生
活
の
推
進
」「
認
知
症
支
援
の
充

実
」の
３
点
を
重
点
取
組
と
し
て
い
ま
す
。

市
の
現
状

　
市
の
高
齢
化
率
は
、平
成
29
年
度
に
は
、

高
齢
化
率
が
37
．７
％
、75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
の
割
合
は
20
．５
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
介
護
給
付
費
と
要
介
護
認
定
者
数
に
つ

い
て
は
、平
成
27
年
度
と
平
成
29
年
度
を

比
べ
て
み
る
と
、介
護
給
付
費
は
、約
１
．

１
倍
、介
護
認
定
者
数
も
、約
１
．１
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
の
伸
び
は
、平
成
28
年
度

は
約
１
億
９
千
万
円
、平
成
29
年
度
は
約

３
億
３
千
万
円
の
増
加
見
込
で
す
。高
齢

者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、平
成
30
年
度
以

降
も
介
護
給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

介
護
給
付
費
の
抑
制
に
は
、み
な
さ
ん

が
健
康
に
気
を
つ
け
て
、い
つ
ま
で
も
元

気
で
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

介護・総合相談支援課　  44-0284
地域福祉課　　　　　　  44-0283
２課共通　　　　　　　  44-5260

医 療 介 護

介護予防・生活支援

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO等

■�施設・居住系 
サービス

いつまでも元気に暮らすために…

通所・入所通院・入院

介護が必要になったら…病気になったら……

日常の医療
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

病院
　急性期、
　回復期、
　慢性期

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

住まい

基 本 方 針
地域包括ケアシステムの実現

介護給付費と要介護認定者の推移

志摩市第７期介護保険事業計画及び
高齢者福祉計画を策定しました

認定者介護給付費
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65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
総
費
用
な
ど
を
も
と
に
基
準
月
額

（
標
準
と
な
る
一
人
あ
た
り
の
保
険
料
月

額
）
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
志
摩
市
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
及
び
高
齢
者
福
祉
計
画
（
平
成

30
～
32
年
度
）
を
策
定
し
、
平
成
30
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
基
準
月
額
が

６
，
７
４
０
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
～
29
年
度
の
基
準
月
額
が
、５
，

５
７
０
円
な
の
で
、
約
21
％
の
上
昇
に
な

り
ま
す
。
保
険
料
上
昇
の
主
な
要
因
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

要
因
①　
介
護
給
付
費
の
増
加

　
高
齢
者
が
増
加
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

の
利
用
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

30
年
度
以
降
は
さ
ら
に
介
護
給
付
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

要
因
②　
制
度
改
正

①
保
険
料
負
担
割
合
の
変
更

　

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料
負
担
割
合
が
、「
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用
」
の
22
％
か
ら
23
％

に
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

②
介
護
報
酬
の
改
定

　
平
成
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
で
給
付
費

が
平
均
で
０
．
54
％
増
加
見
込
と
な
っ
て

い
ま
す
。

③
消
費
税
の
見
直
し

　
平
成
31
年
10
月
予
定
の
消
費
税
増
税
と

同
時
に
実
施
の
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

で
、
給
付
費
が
２
．
４
％
増
加
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

要
因
③　
そ
の
他
の
要
因　

　
第
６
期
（
平
成
27
～
29
年
度
）
は
、
介

護
保
険
準
備
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
で
介

護
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
今
回
は
介
護
保
険
計
画
値

を
大
き
く
上
回
る
給
付
費
の
伸
び
が
あ

り
、
基
金
の
取
り
崩
し
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

平
成
30
年
４
月
か
ら

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介護保険の財源内訳
（平成 30 ～ 32 年度）

65歳以上の
人の保険料
23%

40 歳 ~64 歳の
人の保険料
27%

国
25%

県
12.5%

志摩市
12.5%

介護・総合
相談支援課

 44-0284
 44-5260

平成30 ～32年度の介護保険料（65歳以上）
保険料段階 負担割合 対　　象　　者 保険料額 (円 )

第１段階 基準額× 0.45

生活保護受給者

月額� 3,030
年額� 36,360

老齢福祉年金受給者 ( 市民税世帯非課税者 )

世帯全員が市民税非課税で公的年金等収入金額＋合計所得金額が 80 万
円以下の人

第２段階 基準額× 0.75 世帯全員が市民税非課税で公的年金等収入金額＋合計所得金額が 80 万
円超 120 万円以下の人

月額� 5,050
年額� 60,600

第３段階 基準額× 0.75 世帯全員が市民税非課税で公的年金等収入金額＋合計所得金額が 120 万
円超の人

月額� 5,050
年額 �60,600

第４段階 基準額× 0.90 本人が市民税非課税（世帯に市民税課税者あり）で公的年金等収入金額
＋合計所得金額が 80 万円以下の人

月額� 6,060
年額� 72,720

第５段階
（基準額） 基準額× 1.00 本人が市民税非課税（世帯に市民税課税者あり）で公的年金等収入金額

＋合計所得金額が 80 万円超の人
月額� 6,740
年額� 80,880

第６段階 基準額× 1.20 本人が市民税課税で合計所得金額が 120 万円未満の人 月額� 8,090
年額 �97,080

第７段階 基準額× 1.30 本人が市民税課税で合計所得金額が 120 万円以上 200 万円未満の人 月額� 8,770
年額�105,240

第８段階 基準額× 1.50 本人が市民税課税で合計所得金額が 200 万円以上 300 万円未満の人 月額 �10,110
年額�121,320

第９段階 基準額× 1.60 本人が市民税課税で合計所得金額が 300 万円以上 500 万円未満の人 月額� 10,790
年額�129,480

第 10 段階 基準額× 1.80 本人が市民税課税で合計所得金額が 500 万円以上の人 月額 �12,140
年額�145,680

※保険料月額の10円未満の端数については、５段階以下は切り捨て、６段階以上は切り上げています。
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そ
の
82

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
確
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た　
～
30
年
内｢

70
％｣

か
ら｢

70
～
80
％｣

へ
～

　
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
２
月
９
日
に
、静
岡
県
か

ら
九
州
の
太
平
洋
側
に
伸
び
る
南
海
ト
ラ
フ
で
今
後
30
年

以
内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）８
～
９
級
の
地
震
が
発
生

す
る
確
率
を「
70
～
80
％
」に
引
き
上
げ
た
と
発
表
し
ま
し

た
。

　
左
の
図
の
黄
色
い
線
で
囲
ま
れ
た
領
域
の
ど
こ
か
で
大

き
な
地
震
が
起
こ
る
確
率
が
70
～
80
％
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。今
回
の
発
表
を
機
会
に
、災
害

に
対
す
る
備
え
を
再
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

確
率
が
ど
の
く
ら
い
高
く
な
っ
た
か
と
い
う
と

　
地
震
調
査
委
員
会
は
、毎
年
１
月
１
日
現
在
の
発
生
確

率
を
計
算
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
。左
の
表
は
昨
年
の

確
率
値
と
の
比
較
で
す
。時
間
の
経
過
に
伴
い
、昨
年
の

「
70
％
程
度
」か
ら
確
率
が
高
ま
り
ま
し
た
。ち
な
み
に
、

２
０
１
３
年
ま
で
は「
60
～
70
％
」で
し
た
。

　
さ
ら
に
、今
後
10
年
以
内
の
発
生
確
率
も
こ
れ
ま
で
の

「
20
～
30
％
」か
ら「
30
％
程
度
」に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、50
年
以
内
の
確
率
は「
90
％
程
度
、も
し
く
は
そ

れ
以
上
」に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
で
は
、お
お
む
ね
１
０
０
～
１
５
０
年
お

き
に
Ｍ
８
級
の
海
溝
型
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、地

震
は
様
々
な
パ
タ
ー
ン
で
起
き
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、

調
査
委
員
会
で
は
平
均
発
生
間
隔
を
88
．２
年
と
仮
定
し

て
い
ま
す
。今
の
と
こ
ろ
、最
後
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は

１
９
４
４
年
の「
昭
和
東
南
海
地
震（
Ｍ
7.9
）」と
１
９
４
６

年
の「
昭
和
南
海
地
震（
Ｍ
8.0
）」で
、既
に
70
年
以
上
が
経

過
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
確
率
は

　
７
年
前
の
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る
前
の
発
生
確
率
を

調
べ
て
み
る
と
、発
生
す
る
２
ヶ
月
前
の
２
０
１
１
年
１

月
１
日
の
確
率
は
左
の
表
の
と
お
り
、30
年
以
内
に「
80
～

90
％
」と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
30
年
以
内
に
」と
い
う
の
は
、今
日
か
ら
30
年
後
ま
で

の
う
ち
の
い
つ
か
に
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。つ
ま

り
、今
日
起
き
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。大
き
な
地

震
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
、各
種
の
地
震
防
災

対
策
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

南海トラフ地震発生確率値の更新前後の比較

出典：�内閣府防災推進対策検討会議「南海トラフ巨大地震対策に
ついて（最終報告）」をもとに作成

出典�：「長期評価による地震発生
確率値の更新について（平
成23年１月11日地震調査
委員会）」による

南海トラフ地震の想定震源域

東日本大震災2ヶ月前の
発生確率

出典：「長期評価による地震発生確率値の更新について
　　（平成30年１月９日地震調査委員会）」による
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正解は P21にあります。

Ｑ .30 広報しま掲載中の「地域包括支援センターかわら版」で今月から4コマ漫画を担当してくれるのは志摩高校の何部？
①漫画・文芸研究部　　②美術部　　③書道部

 地方創生シリーズ★志摩びとインタビュー

しま×ひと×つながり
総合政策課　  44・0205　FAX 44・5252　E-mail sogoseisaku@city.shima.lg.jp

　志摩市の地方創生事業の一
環で、志摩市でさまざまな分
野で活躍されている「志摩び
と」をリレー方式で紹介する
コーナーです。このコーナー
では、輝きを放つ「志摩びと」
にまちづくりや志摩への思い
についてお聞きします。

自
己
紹
介

　
高
校
卒
業
後
、
東
京
の
大
学
で
土
木
工
学
を
学

び
、
卒
業
後
す
ぐ
に
地
元
に
戻
っ
て
き
て
、
家
業

で
あ
る
今
の
会
社
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
今
は
二

代
目
と
し
て
会
社
の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

単
純
に
人
手
不
足
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
自
分
は
事
務
所
に
い
る
の
で
は
な
く

現
場
で
働
く
の
が
好
き
な
の
で
、
直
接
人
と
顔
を

合
わ
せ
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
仕

事
も
地
元
密
着
型
を
心
が
け
て
お
り
、
基
本
的
に

は
市
内
、
も
っ
と
言
え
ば
町
内
を
中
心
に
請
け

負
っ
て
い
ま
す
。

志
摩
っ
て
ど
ん
な
ま
ち
？

　
田
舎
に
い
る
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
視
野
が
狭

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
は
色
々
な
経
験
が
し

た
く
て
、
学
生
時
代
に
は
海
外
に
留
学
し
た
り
、

夜
の
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
を
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
様
々
な
経
験
か
ら
感
じ
る
こ
と
で

す
が
、他
の
地
域
に
比
べ
て
志
摩
は
「
人
と
な
り
」

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
災
害
支
援
の
活
動
で
も

色
々
な
地
域
の
方
と
触
れ
合
う
機
会
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
中
で
も
志
摩
の
人
達
は
言
葉
は

荒
い
で
す
が
、
温
か
い
人
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　
あ
と
、
地
元
に
い
る
若
い
世
代
は
同
級
生
同
士

の
繋
が
り
が
強
い
で
す
し
、
自
分
も
含
め
、
良
い

意
味
で
の
先
輩
後
輩
の
縦
の
繋
が
り
が
強
く
て
結

束
力
の
あ
る
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

DRT Japan

に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
学
生
の
頃
に
阪
神
淡
路
大
震
災
や
ナ
ホ
ト
カ
号

の
重
油
流
出
事
件
な
ど
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

少
し
自
分
の
中
で
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
と
き
に
自
分
に
も

何
か
出
来
れ
ば
と
思
い
、
漁
船
を
石
巻
市
に
運
ぶ

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
年

の
夏
に
は
こ
の
地
域
で
も
台
風
で
大
き
な
被
害
を

受
け
、
そ
の
時
も
重
機
運
搬
の
支
援
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
も
広
島
水
害
な
ど
、
ほ
ぼ
毎
年

の
よ
う
に
大
き
な
災
害
が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
度
に
支
援
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
広
島
で
の
活
動
で
た
ま
た
ま
知
り
合
っ
た

の
が
、DRT Japan

の
代
表
で
あ
る
日
本
財
団
の

方
で
し
た
。
以
後
、
日
本
財
団
の
災
害
支
援
チ
ー

ム
等
か
ら
要
請
を
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
、

栃
木
や
熊
本
な
ど
、

日
本
全
国
で
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　

DRT Japan

に
は
、

車
が
水
没
し
た
と
き

の
車
屋
さ
ん
や
写
真

を
復
元
す
る
た
め
の

写
真
屋
さ
ん
な
ど
、
色
ん
な
プ
ロ
が
所
属
し
て
い

て
、
そ
の
中
で
自
分
は
土
木
分
野
の
プ
ロ
ボ
ノ

（
※
）
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
地
で
は
、
家
財
救
出
等
の
要
望
が
多
い
の
で

す
が
、
基
本
的
に
人
力
で
活
動
し
て
い
く
上
で
、

自
分
達
は
崩
れ
か
け
て
い
る
危
険
な
家
屋
な
ど
、

人
力
で
は
不
可
能
な
作
業
に
お
い
て
重
機
を
使
っ

て
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ボ

ノ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
災
害
時
に
お
い
て
、
個
人
宅
な
ど
の
細
か
い
部

分
の
復
旧
作
業
を
自
分
達
が
早
め
に
し
て
お
く
こ

と
で
、
そ
の
後
の
行
政
に
よ
る
復
旧
作
業
が
円
滑

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
あ
と
、「
明

日
は
我
が
身
」
だ
と
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
の

で
、
災
害
現
場
か
ら
学
ん
だ
防
災
・
減
災
の
知
識

を
地
元
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
参
加

し
て
い
る
目
的
の
一
つ
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
活
動
を
続
け
る
中
で
、
近
隣
の
市

町
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
で
も
講
師
を
依
頼
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
ち
づ
く
り

　
志
摩
市
は
、
将
来
必
ず
大
き
な
災
害
が
起
こ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の

津
波
で
多
く
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

う
い
っ
た
方
々
の
死
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
、

同
じ
よ
う
な
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う

に
、
日
頃
か
ら
減
災
に
取
り
組
む
こ
と
が
自
分
達

の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
の
志
摩
び
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

　
英
虞
湾
愛
好
会
の
代
表
・
上う

え

村む
ら

勝ま
さ

道み
ち

さ
ん
で
す
。

※�

自
分
の
持
つ
専
門
的
な
知
識
や
技
術
、
経
験
を

活
か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
。

志
摩
び
と
№
22

山や
ま

本も
と

俊し
ゅ
ん

太た

さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

志
摩
町
に
あ
る
㈱
山
紀
建
設
の
代
表
取
締

役
と
し
て
、
ま
た
技
術
系
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
るDRT Japan

の
三

重
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
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２
月
８
日
、９
日
の
２
日
間
、志
摩
市
民

病
院
の
職
員
が
栃
木
県
に
あ
る「
栃
木
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」へ
視
察・研
修
に
行

き
ま
し
た
。

　

と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、経

営
形
態
が
Ｊ
Ａ
、民
間
、医
師
会
と
異
な
っ

て
い
た
三
つ
の
病
院
を
一
つ
に
統
合
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。三
つ
の
病
院
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
、地
域

完
結
型
の
医
療
提
供
を
目
指
す
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
も
病
院

の
使
命
を
認
識
し
て
三
つ
の
病
院
が
連
携

し
て
医
療
の
隙
間
を
補
っ
て
い
ま
し
た
。

当
院
も
多
職
種
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が

近
隣
の
病
院
や
医
療
介
護
施
設
、診
療
所

の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
志
摩
市
の
医
療
の

隙
間
を
埋
め
る
事
が
で
き
る
体
制
作
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。看

護
師
長　
出で

口ぐ
ち

千ち

鶴づ
る

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
修
と
し

て
、筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症（
き
ん
い
し
ゅ

く
せ
い
そ
く
さ
く
こ
う
か
し
ょ
う
）の
方

の
訪
問
に
同
行
し
ま
し
た
。そ
の
人
は
人

工
呼
吸
器
を
装
着
し
、毎
日
午
前
と
午
後

に
訪
問
看
護
や
ヘ
ル
パ
ー
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
ま
し
た
。住
み
慣
れ
た
家
で

大
切
な
家
族
に
囲
ま
れ
て
過
ご
す
そ
の
表

情
は
と
て
も
穏
や
か
で
あ
り
、家
族
に
も

笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。さ
ま
ざ
ま
な
職

種
が
し
っ
か
り
連
携
を
と
っ
て
い
く
こ
と

で
住
宅
で
の
生
活
を
可
能
に
す
る
と
感
じ

ま
し
た
。

訪
問
看
護　
堀ほ

り
川か
わ
冨ふ

貴き

子こ

　

地
域
連
携
室
の
相
談
員
と
し
て
、安
心

し
た
在
宅
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
と

は
、患
者
に
よ
り
近
い
存
在
で
い
る
事
が

大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。生
活
の

し
づ
ら
さ
を
感
じ
て
退
院
す
る
患
者
の
不

安
を
取
り
除
け
る
よ
う
に
、研
修
で
学
ん

だ
連
携
の
や
り
方
を
日
々
の
仕
事
に
役
立

て
て
い
き
た
い
で
す
。

地
域
連
携
室　
小こ

堀ほ
り
郁い
く
美み

　
私
は
リ
ハ
ビ
リ
室
の
理
学
療
法
士
と
し

て
、病
院
見
学
実
習
に
参
加
し
ま
し
た
。地

域
完
結
型
の
医
療
提
供
体
制
を
構
築
し
て

お
り
、発
症
直
後
の
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
退
院

後
の
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
ら
ず
、病
院
に
所
属
さ
れ
る
全
ス

タ
ッ
フ
が
会
議
を
通
じ
て
連
携
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。当
院
に
お
い
て
も
、通
院・

入
院・
在
宅
訪
問
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ

て
お
り
、今
後
さ
ら
に
市
民
の
み
な
さ
ま

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ

リ
の
充
実
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

理
学
療
法
士　
清し

水み
ず  

敦あ
つ
し  

　
私
は
、事
務
職
員
で
す
が
、最
も
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
、事
務
職
員
も
含
め
様
々

な
職
種
の
職
員
が
集
ま
り
、入
院
患
者
の

情
報
を
共
有
し
て
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
様
子
を
見
学
し
、連
携
の
重

要
さ
を
知
っ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
、各
部

署
が
毎
月
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、目
標
に

向
か
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
姿
は
、と
て

も
生
き
生
き
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、シ
ス

テ
ム
も
当
院
と
同
じ
メ
ー
カ
ー
を
使
用
し

て
い
た
た
め
、た
く
さ
ん
の
質
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、業
務
改
善
に
向
け
て
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

医
事
係　
平ひ

ら
野の

町ま
ち
江え

問
い
合
わ
せ

　
志
摩
市
民
病
院　

 

72
・
５
５
５
５

　
　
　
　
　
　
　
　

 

72
・
３
９
４
９

志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り

◆�

視
察
研
修
　
一
般
財
団
法
人

　
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

志摩市民病院　外来担当医表【○通常診療（初診・再診）・ 予約診療】

　受付時間：8時～ 11 時 30 分　診療時間：9時～ 12 時
　（急を要する患者様については、この限りではありません。）

診療科 医師名 月 火 水 木 金

内　科
（総合診療）

江角
午前 ○ ○ ○ ○ ○

午後 予約診療
（肩こり外来）

代務医師 ○（午前）

内　科
代務医師 予約診療 予約診療

松森 ○ ○
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◆�

国
民
年
金
の
加
入
の
手
続
き
は

　
お
済
で
す
か
？

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金

の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
社

を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
厚
生
年
金
か
ら
国

民
年
金
へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
会
社
を
退
職
さ
れ
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
人
も
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
届

出
が
必
要
で
す
。

※�

退
職
と
同
時
に
会
社
員（
ま
た
は
公
務
員
）

の
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
場
合
は
、
配
偶

者
の
勤
務
し
て
い
る
会
社
（
ま
た
は
共
済

組
合
）
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

○
届
出
先

　
・
保
険
年
金
課
お
よ
び
各
支
所

　
・
最
寄
り
の
年
金
事
務
所

○
届
出
に
必
要
な
も
の

　
・�

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の

　
・�

退
職
日
、
厚
生
年
金
喪
失
日
が
確
認
で

き
る
も
の

　
・
印
鑑

　
・�

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
な
ど
個
人
番
号

が
わ
か
る
も
の

　
・�

来
所
さ
れ
る
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
・�

本
人
以
外
が
来
所
さ
れ
る
場
合
は
、
本

人
か
ら
の
委
任
状

◆�
国
民
年
金
保
険
料
の
額
が
変
わ
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度
見
直
し
が

行
わ
れ
、
今
年
度
の
保
険
料
は
月
額
１
６
，

３
４
０
円
で
す
。（
平
成
30
年
４
月
～
平
成

31
年
３
月
ま
で
）

　
国
民
年
金
に
お
い
て
は
、
一
定
期
間
の
保

険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に
よ
り
保
険

料
が
割
引
と
な
る
「
前
納
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。

○
６
ヶ
月
前
納
の
場
合
の
保
険
料
額

　

�（
平
成
30
年
４
月
～
平
成
30
年
９
月
分
の

保
険
料
ま
た
は
平
成
30
年
10
月
～
平
成
31

年
３
月
分
の
保
険
料
が
対
象
）

　
・
口
座
振
替
：
９
６
，
９
３
０
円

　
　
（
１
，
１
１
０
円
の
割
引
）

　
・
現
金
納
付
：
９
７
，
２
４
０
円

　
　
（
８
０
０
円
の
割
引
）

○
１
年
前
納
の
場
合
の
保
険
料
額

　

�（
平
成
30
年
４
月
～
平
成
31
年
３
月
分
の

保
険
料
が
対
象
）

　
・
口
座
振
替
：
１
９
１
，
９
７
０
円

　
　
（
４
，
１
１
０
円
の
割
引
）

　
・
現
金
納
付
：
１
９
２
，
６
０
０
円

　
　
（
３
，
４
８
０
円
の
割
引
）

○
２
年
前
納
の
場
合
の
保
険
料
額

　

�（
平
成
30
年
４
月
～
平
成
32
年
３
月
分
の

保
険
料
が
対
象
）

　
・
口
座
振
替
：
３
７
７
，
３
５
０
円

　
　
（
１
５
，
６
５
０
円
の
割
引
）

　
・
現
金
納
付
：
３
７
８
，
５
８
０
円

　
　
（
１
４
，
４
２
０
円
の
割
引
）

※�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
前
納
の
保
険
料

額
は
現
金
納
付
と
同
じ
金
額
に
な
り
ま
す
。

◆�

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　

学
生
の
み
な
さ
ん
も
20
歳
に
な
っ
た
ら
、

国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
所
得
が
少
な
い

た
め
に
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

学
生
の
人
は
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各

種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）

に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

　
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

将
来
の
年
金
の
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

保
険
料
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納

制
度
」を
利
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
は
じ
め
て
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
す
る

人
は
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
、
在
学
証

明
書
ま
た
は
学
生
証
が
必
要
で
す
。

　
平
成
29
年
度
に
お
い
て
学
生
納
付
特
例
制

度
に
よ
り
、
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
人
で
、
平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
人
に
は
、
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特

例
申
請
書
が
４
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
度
と
同
じ
学
校
等
へ
在
学
さ
れ
る

人
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し

返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
学
生
納
付
特

例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不

要
で
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
学
生
納
付
特
例
制
度
を

利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、納
付
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

年
金
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

一
部
対
象
外
と
な
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
月
に
一
度
、出
張
年
金
相
談
が
あ
り
ま
す

　
年
金
事
務
所
へ
出
向
く
の
が
困
難
な
場
合

な
ど
、
年
金
の
相
談
を
お
近
く
で
済
ま
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、日
に
よ
っ
て
は
、

混
雑
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
　
毎
月
第
二
木
曜
日

　
　
　
　
　
10
時
か
ら
15
時

※�

毎
月
の
広
報
で
相
談
日
を
案
内
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
日
程
等
変
更
が
な
い
か
そ
の
都
度

確
認
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
と
こ
ろ　
志
摩
市
商
工
会
館

○
相
談
に
必
要
な
も
の

　
・�

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
ま
た
は
改
定
通

知
書
な
ど
日
本
年
金
機
構
が
送
付
し
た

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類

　
・�

印
鑑

　
・�

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
な
ど
個
人
番
号

が
わ
か
る
も
の

　
・�

相
談
に
行
く
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
・�

本
人
以
外
が
相
談
に
行
く
場
合
は
、
本

人
か
ら
の
委
任
状

保険年金課年金係　　 　　　　 44・0213
　　　　　　　　　　 　　　　 44・5260
伊勢年金事務所　　　　 (0596)27・3601

知って安心！
国民年金7

知
っ
て
安
心
！
国
民
年
金



評
価
替
え
と
は

　

固
定
資
産
の
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て

は
、適
正
な
時
価
を
求
め
る
た
め
に
、国
が

定
め
る
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、

３
年
ご
と
に
評
価
額
の
見
直
し（
評
価
替

え
）を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
評
価
替
え
を
行
う
年
を
基
準
年
度
と
い

い
、平
成
30
年
度
は
こ
の
基
準
年
度
に
あ

た
り
ま
す
。

土
地
に
つ
い
て

　
土
地
は
、価
格
調
査
基
準
日（
平
成
29
年

１
月
１
日
時
点
）に
お
け
る
鑑
定
評
価
の

価
格
等
を
活
用
し
、現
況
や
利
用
状
況
の

変
化
等
を
考
慮
し
評
価
額
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、地
価
の
下
落
が
著
し
い
土
地（
宅

地
）に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
７
月
１
日
時

点
の
評
価
を
反
映
さ
せ
下
落
修
正
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、本
基
準
年
度
か
ら
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）に
指
定
さ

れ
て
い
る
土
地（
宅
地
）に
つ
い
て
は
、評

価
額
に
20
％
の
減
価
補
正
を
行
っ
て
い
ま

す
。

家
屋
に
つ
い
て

　
家
屋
は
、既
存
の
も
の
に
対
し
、建
築
物

価
や
老
朽
化
等
を
考
慮
し
評
価
額
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、前
年
度
の
再
建
築
価
格

（
※
１
）を
基
準
と
す
る
方
法
に
よ
っ
て
求

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、再
建
築
費
評

点
補
正
率（
※
２
）や
経
年
減
点
補
正
率

（
※
３
）等
を
用
い
て
、評
価
額
の
再
計
算

を
行
い
ま
す
。再
計
算
の
結
果
、建
築
物
価

の
伸
び
が
大
き
い
と
評
価
額
が
上
が
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、こ
の
場
合
は
前

年
度
の
評
価
額
に
据
え
置
く
措
置
が
取
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、経
年
減
点
補
正
率
の
最
低
値
を

適
用
す
る
古
い
家
屋
の
一
部
に
つ
い
て

は
、再
計
算
の
結
果
、評
価
額
が
下
が
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

（
※
１
）評
価
対
象
と
な
る
家
屋
と
同
一
の

も
の
を
、評
価
の
時
点
に
お
い
て
そ
の
場

所
に
新
築
す
る
と
し
た
場
合
に
必
要
と
な

る
建
築
費
用

（
※
２
）物
価
上
昇
率 【
本
基
準
年
度　
木

造
１
．05　
非
木
造
１
．06
】

（
※
３
）建
築
年
数
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て

い
る
減
価
率【
最
低
値
20
％
】

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
や
固
定
資

産
税
閲
覧
台
帳
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

縦
覧
制
度
と
は

　

土
地
や
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
者

が
、ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比

較
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
分
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間

４
月
２
日（
月
）～
５
月
31
日（
木
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土・
日
曜
日
、祝・
休
日
の
閉
庁
日
を
除

く縦
覧
場
所

課
税
課（
本
庁
舎
２
階
⑩
番
窓
口
）

持
ち
物

印
鑑
、免
許
証
や
保
険
証
な
ど
本
人
確
認

で
き
る
も
の

手
数
料　
無
料

注
意
事
項

○�
土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
者
は
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
、家
屋
の
固
定
資
産

税
納
税
者
は
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○�

土
地・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
複
写

及
び
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

閲
覧
制
度
と
は

　
固
定
資
産
税
納
税
者
や
固
定
資
産
の
賃

借
権
、固
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
を

有
す
る
一
定
の
者
が
、該
当
す
る
固
定
資

産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
台
帳
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

閲
覧
期
間

４
月
２
日（
月
）～
１
年
間

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土・
日
曜
日
、祝・
休
日
の
閉
庁
日
を
除

く閲
覧
場
所

課
税
課（
本
庁
舎
２
階
⑩
番
窓
口
）

持
ち
物

印
鑑
、免
許
証
や
保
険
証
な
ど
本
人
確
認

で
き
る
も
の

※�

固
定
資
産
の
賃
借
権
、ま
た
は
処
分
を

す
る
権
利
を
有
す
る
一
定
の
者
は
、そ

の
権
利
を
証
す
る
書
類
の
提
示
が
必
要

手
数
料　
３
０
０
円

※�

土
地・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

期
間
中
は
無
料

平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

　
５
月
１
日（
火
）発
送
予
定

問
い
合
わ
せ

課
税
課　
資
産
税
係
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固
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の
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固
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市
で
は
、一
定
条
件
に
該
当
す
る
人
を

対
象
に
、医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
助
成

す
る
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。助
成
の
対
象
と
な
る
医
療
費
は
、病
院

な
ど
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
う
ち
、医
療

保
険
適
用
分
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
対
象
者
は
、次
の
条
件
の

い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。（
た
だ

し
、一
定
所
得
を
超
え
る
人
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

○
障
が
い
者
医
療
費
助
成
対
象
者

・�

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
の
人

・�

Ｉ
Ｑ
が
50
以
下
、
ま
た
は
療
育
手
帳
の

障
害
程
度
が
Ａ
（
最
重
度
、
重
度
）、

Ｂ
１
（
中
度
）
の
人

・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
２

級
の
人
（
た
だ
し
、
通
院
分
の
み
助
成

対
象
、
２
級
は
一
部
負
担
額
の
１
／
２

を
助
成
）　　
　
　

○
一
人
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
対
象
者

・�

18
歳
（
年
度
末
）
に
な
る
ま
で
の
子
ど

も
を
扶
養
し
て
い
る
一
人
親
家
庭
の
親

と
子
ど
も

・�

父
母
が
い
な
い
18
歳
（
年
度
末
）
に
な

る
ま
で
の
子
ど
も

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
者

・�

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
（
15
歳
に

な
る
年
の
年
度
末
ま
で
）

認
定
に
は
申
請
が
必
要
で
す

　
前
述
の
条
件
に
該
当
し
、
福
祉
医
療
費

の
助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
福
祉
医
療
費

受
給
資
格
認
定
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。次
の
も
の
を
持
参
し
て
、

保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

・
印
鑑

・
健
康
保
険
証

・
預
金
通
帳

・�

障
が
い
者
医
療
費
助
成
対
象
者
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
障
が
い
の
程
度
が

わ
か
る
も
の

※�

転
入
な
ど
で
、
志
摩
市
以
外
で
所
得
の

申
告
を
し
た
人
は
、
追
加
の
書
類
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

県
外
で
の
受
診
も
助
成
対
象
で
す

　

県
外
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合

も
、
福
祉
医
療
費
の
助
成
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
受
給
資
格
の
あ
る
人
で
、
県
外
の
医
療

機
関
を
受
診
し
た
場
合
は
、
保
険
適
用
分

が
わ
か
る
領
収
書
、
受
給
資
格
証
を
持
参

し
て
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
で
請

求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
を
除
く
）

こ
ん
な
時
に
は
届
出
を
！

　
受
給
資
格
の
あ
る
人
で
、
次
に
該
当
す

る
場
合
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
住
所
、
氏
名
の
変
更

・
健
康
保
険
の
変
更

・
振
込
口
座
の
変
更

・
転
出

・
死
亡

・
受
給
資
格
証
の
紛
失
、
汚
損

　
該
当
す
る
人
は
、
本
人
確
認
書
類
（
免

許
証
等
）、
印
鑑
、
受
給
資
格
証
、
変
更

後
の
保
険
証
や
口
座
が
分
か
る
も
の
を
持

参
し
て
、
忘
れ
ず
に
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課

 
44
・
０
２
１
３

ご
存
知
で
す
か
？ 

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

空　家

団地名
・

号室

ベイサイド
大方団地 

あじさい棟
102号・103号・

204号

ベイサイド
大方団地 

はまゆう棟
304号

※構造 中耐三 中耐三
部屋数 ３ＬＤＫ ３ＬＤＫ

建設年度 平成10年 平成８年
空家数 ３ １
所在地 浜島町浜島 浜島町浜島

１．�申込期間　�４月２日（月）～４月16日（月） 
８時30分～17時15分（土・日の受付はありません）

２.� 特定公共賃貸住宅　１団地、４戸募集します。 
※�家賃月額　45,000円（駐車場１台あり）、共益費4,500円

３．申込場所　�志摩市役所３階　建設部　住宅営繕課

４．�申込方法　�申込書は住宅営繕課または各支所にあります。募
集要項をよく読み、必要書類を添えて、住宅営繕課
へ提出してください。なお、申込書には必ず希望す
る団地名と号室を記入してください。

※中耐三…�中層耐火３階建（鉄筋コンクリート造）

特定公共賃貸住宅入居者募集� 住宅営繕課　  0599・44・0306

9

ご
存
知
で
す
か
？ 

福
祉
医
療
費
助
成
制
度・特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集



子どもの予防接種のお知らせ
　下記のとおり、平成30年度予防接種勧奨対象者へ通知を送付します。接種対象期間を過ぎると、全額自己負担と
なりますので、接種期間を確認の上、早めに接種することをお勧めします。接種については、母子健康手帳をご確認
いただき、該当ワクチンが接種可能な医療機関（通知文、市ホームページに掲載）へ連絡の上、医師と相談し接種し
てください。
　なお、予診票の再発行が必要な人は、必ず健康推進課（保健センター）まで電話でお問い合わせください。

種類 対象学年 H30 年度対象者生年月日 接種期限（期間）

① MR ２期 幼稚園年長 H24.4.2 ～ H25.4.1 小学校就学前の 1 年間
（Ｈ 30.4.1 ～Ｈ 31.3.31）

② 日本脳炎１期【特例】※ 小学３年生 H21.4.2 ～ H21.10.1 9 歳～満 13 歳の誕生日前日まで

③ 日本脳炎２期 小学４年生 H20.4.2 ～ H21.4.1 9 歳～満 13 歳の誕生日前日まで

④ ＤＴ２期 小学６年生 H18.4.2 ～ H19.4.1 11 歳～満 13 歳の誕生日前日まで

※　現在8歳のお子様については、誕生日以降（満９歳になってから）に接種してください。

平成 30 年度　高齢者用肺炎球菌ワクチン（定期）
予防接種のお知らせ

実 施 期 間　平成30年4月1日～平成31年3月31日
個人負担金　3,000円 (接種料金8,400円のうち、市が5,400円を助成)。ただし、生活保護受給者は無料。
助成対象者　�過去に高齢者用肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）を接種したことが

なく、市内に住所登録がある人で、次の（ア）～（ウ）のいずれかに該当する人。
（ア）�次の表に該当（４月上旬に案内通知（ハガキ）を送付）

年齢 対象となる生年月日 年齢 対象となる生年月日
65 歳 昭和 28 年 4 月 2 日～昭和 29 年 4 月 1 日 85 歳 昭和 8 年 4 月 2 日～昭和  9 年 4 月 1 日
70 歳 昭和 23 年 4 月 2 日～昭和 24 年 4 月 1 日 90 歳 昭和 3 年 4 月 2 日～昭和  4 年 4 月 1 日
75 歳 昭和 18 年 4 月 2 日～昭和 19 年 4 月 1 日 95 歳 大正 12 年 4 月 2 日～大正 13 年 4 月 1 日
80 歳 昭和 13 年 4 月 2 日～昭和 14 年 4 月 1 日 100 歳 大正 7 年 4 月 2 日～大正  8 年 4 月 1 日

（イ）�60歳～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器に障がい（日常生活が極度に制限される程度）がある
（ウ）�60歳～64歳でヒト免疫不全ウイルス（HIV）により免疫機能に障がい(日常生活がほとんど不可能な程度)がある

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
池田ファミリークリニック  43・0010 浜島診療所  53・0101
いしがみ整形外科  52・0003 別當クリニック  53・1235
いずみ耳鼻咽喉科・アレルギー科  44・0007 あがわ医院  72・2663
おかむらクリニック  44・2828 志摩市民病院  72・5555
尾崎内科  44・3275 和気医院  72・0053
金児外科医院  43・4918 井上医院  85・0276
近藤医院  43・0007 鍋島医院  85・0007
齋木内科  43・2491 松井医院  85・0047
志摩こどもの城クリニック  46・1525 山本クリニック  84・0777
谷奥医院  45・2201 市立前島診療所  84・1001
中瀬外科胃腸科  43・4327 おかむね医院  55・3333
中村医院  47・3037 谷岡医院  57・2223
服部内科  43・1033 西岡記念セントラルクリニック  55・0008
林クリニック  46・1100 日比クリニック  55・0218
豊和病院  43・1511 山下医院  45・3435
わき内科クリニック  45・8011
接種を希望する医療機関に予約が必要です。�
� 問い合わせ　健康推進課（保健センター）　  44・1100

助成は生涯
1 回のみ
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平成30年度 市税などの納期限一覧

平成30年度 志摩市生涯学習講座の受講者を募集します。

税（料）目 固定資産税 軽自動車税 市県民税 国民健康保険税 後期高齢者医療保険料 介護保険料

平成 30 年

① 5 月 1 日
① 5 月 31 日 ① 5 月 31 日 ① 5 月 31 日

① 7 月 2 日 ② 7 月 2 日 ② 7 月 2 日 
② 7 月 31 日 ③ 7 月 31 日 ① 7 月 31 日

② 8 月 31 日 ④ 8 月 31 日 ② 8 月 31 日 ③ 8 月 31 日
③ 10 月 1 日 ⑤ 10 月 1 日 ③ 10 月 1 日

③ 10 月 31 日 ⑥ 10 月 31 日 ④ 10 月 31 日 ④ 10 月 31 日 
④ 11 月 30 日 ⑦ 11 月 30 日 ⑤ 11 月 30 日  

④ 12 月 25 日 ⑧ 12 月 25 日 ⑥ 12 月 25 日 ⑤ 12 月 25 日

平成 31 年
⑨ 1 月 31 日 ⑦ 1 月 31 日  
⑩ 2 月 28 日 ⑧ 2 月 28 日 ⑥ 2 月 28 日 

⑨ 4 月 1 日

※�○数字は各税（料）目の期別です（随時期を除きます）。
※�市県民税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料および介護保険料は、普通徴収の人が対象です。
※�市税などの納付は、納め忘れがなく便利な口座振替をご利用ください。
※�随時、相談の受付をしていますので、納期限内の納付が困難な際は、お早

めにご相談ください。
◎�皆さんの生活をより豊かなものにするため、市税などは“納期限内に納
付しましょう”。

◎�納期限を過ぎて納付された場合、法に基づき計算された延滞金が加算さ
れます。

　募集する講座の開催日時・時間等詳細については、志摩市ホームページ、申込窓口備え付けのチラシを
ご覧ください。
申込資格　市内在住の人、市内に勤務している人
受講期間　平成30年５月～平成31年２月
受 講 料　１講座　年間1,000円　※ただし、教材等は個人負担（実費）。
受講申込　窓口備え付けの申込書に必要事項を記入し、受講料を添えて申し込んでください。
申込窓口　�浜島支所・大王公民館・志摩支所・生涯学習スポーツ課・鵜方公民館・磯部支所 

※各窓口で、すべての地区の講座を申し込むことができます。
申込期限　�４月19日（木） 

※定員を超える申込みがあった場合、抽選とさせていただきます。 
※申込者が一定の人数に達しない場合、開講しないことがあります。

問い合わせ　�生涯学習スポーツ課 
 44・0339　  44・5263　  ky-sgakuspo@city.shima.lg.jp

　 〔募集講座〕

浜　島 気功体操（八段錦）＆健康太極拳 / ヨガ教室 / 簡単エアロ＆初級ヨガ / 俳句入門教室 
/ ステンドグラス教室 / 手芸教室 / 健康うたごえ教室 / 将棋教室 / 書道・ペン字教室

大　王 絵画教室 / 書道教室 / 英会話教室 / 和太鼓教室 / 波切民踊教室 / ヨガ教室 / パンフ
ラワー教室 / 陶芸教室 / 着付け教室 / 船越民踊教室

志　摩 茶道教室 / 着付け教室 / 書道教室 / 歌って健康教室 / 民謡（唄）教室

阿　児 楽しいマジック / ストレッチヨガ教室 / 姿勢改善ストレッチ教室 / 将棋教室 駒の美 
/ ３Ｂ体操 / バランスボール講座 / お菓子作り教室 / 健康体操 / いけばな教室

磯　部 英会話教室 / 社交ダンス教室 / 民踊教室 / 書道教室 / 手編み教室 / 着付け教室 / 
コーラス教室 / ギター教室 / 足育健康ストレッチ / 陶芸教室

＜市税などについての問い合わせ＞
課　税　課	  44・0211
収　税　課	  44・0212
保険年金課	  44・0213
介護・総合相談支援課	  44・0284
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行政情報

　内閣府男女共同参画局では、毎年
４月を「ＡＶ出演強要・『ＪＫビジネ
ス』等被害防止月間」と位置付け、注
意喚起を行っています。

「その契約、大丈夫？」
～知っていますか？

ＡＶ出演強要問題～
「そのアルバイト、大丈夫？」
～知っていますか？

「ＪＫビジネス」問題～
もう、一人で悩まないで。相談できる
場所があります。
内閣府男女共同参画局・特設ページ
HP  http://www.gender.go.jp/
policy/no_violence/avjk/index.
html
相談窓口
法テラス・サポートダイヤル

 0570・078374
受付／�平日9：00 ～21：00 

土曜9：00 ～17：00
問い合わせ　人権市民協働課

 44・0227　  44・5260

４月は「ＡＶ出演強要・『ＪＫビジ
ネス』等被害防止月間」です！

　春の緑の募金を５月31日（木）ま
で実施します。この募金は、私たちが
将来にわたって緑豊かで潤いのある
生活が送れるように、国民一人ひと
りが森林・緑づくりに参加していた
だくことを目的としています。
　お寄せいただいた募金は、市の学
校、公園、街路などの身近な緑化に役
立てられています。市の緑化推進の
ため、緑の募金にご協力をお願いい
たします。
問い合わせ　市緑化推進委員会

（事務局）農林課内
 44・0288　  44・5262

「緑の募金」にご協力お願いし
ます

　農作物共済（水稲・麦）、家畜共済等
の農業共済制度の大幅な見直し及び
収入保険制度の創設等を内容とする
農業災害補償法の改正が平成29年6月
に成立しました。
　収入保険とは、青色申告（簡易な方
式を含む）を行っている農業者（個人・
法人）を対象に、品目の枠にとらわれ
ず、米・麦・大豆・野菜・果樹・茶等の農
産物を対象とし、自然災害による収入
減少だけでなく、価格低下なども含め
た収入減少を補てんする制度として
平成31年産から適用されるものです。
■加入申請時期
平成30年10月～11月頃
■問い合わせ　三重県農業共済組合
伊勢地域支所　  0596・28・3350

農業の収入保険がはじまります！

（１）森林の土地取引の事前届出制度
　三重県内で、水源地域に指定され
た森林の土地の取引（売買、贈与、交
換、地上権、地役権、使用貸借による
権利、賃貸借権に関する契約、相続は
除く）を行う場合は、30日前までに
県に届出が必要となります。
　なお、志摩市内では、「磯部町大字
恵利原」（ただし、地域森林計画の対
象民有林に限る）が水源地域に指定
されています。
届出先　土地の所在地を管轄する県
農林（水産）事務所　森林・林業室　
くわしくは、県伊勢農林水産事務所
にお問い合わせください。
問い合わせ　県伊勢農林水産事務所
　森林・林業室 林業振興課

 0596・27・5265

三重県水源地域の保全に関する
条例に基づく届出

　平成30年３月６日に告示された
南張財産区議会議員選挙は、議員定
数を立候補者数が超えなかったた
め、無投票となり、立候補した次の
方々が当選者となりましたのでお知
らせします。

（届出順・敬称略）
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問い合わせ
選挙管理委員会事務局(総務課)

 44・0201　  44・5252
 somu@city.shima.lg.jp

南張財産区議会議員選挙は無投
票となりました

　美術品もしくは骨董品として認め
られる火縄式銃砲等の古式銃砲、又
は美術品と認められる刀剣類につい
ては、都道府県教育委員会で「登録」
をすることにより例外的に所持が認
められています。所持のためには、警
察署での発見届のほかに銃砲刀剣登
録審査会での審査が必要です。
１．とき　�5/8(火)、7/17(火)、9/18(火)、

11/6(火)、2/12(火)
　 �受付時間�　10時～11時30分、13時～14時
２．ところ　�津庁舎６階　65・66会議

室（津市桜橋3-446-34） 
※県庁ではありません

３．受審者の準備物
　（１）	「銃砲刀剣類」
　（２）	「銃砲刀剣類発見届出済証」
　（３）	 登録手数料
	 ア　�新規登録手数料は、１件

（１本）につき6,300円
	 イ　�登録証再交付手数料は、１

件（１本）につき3,500円
　（４）	� 本人確認ができるもの（運転

免許証や健康保険証など）
問い合わせ　三重県教育委員会事務
局　社会教育・文化財保護課　

 059・224・2999　  059・224・3023

平成30年度銃砲刀剣類登録
審査会

平成30年度
特設人権相談開設について

　暮らしのなかで、これは人権問
題ではないかとお悩みになってい
ることはありませんか。
　志摩市では、次のとおり特設人
権相談所を開設し、人権擁護委員
が人権相談を受け付けます。相談
は無料で、秘密は厳守されます。

開設日 開設場所
４月10日（火） 志摩文化会館　研修室

６月１日（金） 阿児アリーナ 
第２会議室

７月11日（水） 浜島生涯学習センター
小研修室

８月８日（水） 磯部生涯学習センター 
研修室

９月12日（水） 大王公民館　小会議室
10月９日（火） 志摩文化会館　研修室

12月12日（水） 阿児アリーナ 
第２会議室

２月13日（水） 磯部生涯学習センター 
研修室

相談時間　13時～15時
※�また、津地方法務局伊勢支局でも随

時人権相談を受け付けています。
　津地方法務局  0596・28・6158
問い合わせ　人権市民協働課

 44・0227　  44・5260
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　志摩高校は、志摩市唯一の普通科高校として「志摩市の未来を担う人材の育成」をめざしており、志摩市のたくさん
の方々にご協力をいただいています。その一環でこの「広報しま」に志摩高校通信を掲載していただけることになり
ました。今年度4月号より水産高校と隔月で生徒たちの活躍の様子をお伝えしていきます。

夢追いマラソン大会
　志摩高校の伝統行事。男
女とも学校⇔おうむ岩 往
復約７ｋｍを走ります。走
り終えるとPTAの豚汁が
出迎えてくれます。
　今回もみな元気に走り
ました。

　一人ひとりの想いを大切に、必要なら「学びな
おし」からはじめ、希望や学力に応じて進学に
も就職にも丁寧に対応しています。ICT機器を
活用した効果的な授業の研究も進めています。
Webページはほぼ毎日更新されています。ぜひ
一度ご覧になってください。

Webページはこちらから

「自律・協調・敬愛」の校訓のもと、
地域に根ざした学びで確かな進路実現をめざします

1学年3クラス　うち1クラスが国際コースです。普通コースは希望によって、2年生で２つのコースに分かれます。
志摩高校はこんな学校です

こんにちは志摩高 です

1年生 2年生 3年生

国際コース
(40名)

進学を希望する人に
看護医療系希望もこちらへ

普通コース
(80名)

教養一般コース
幅広く学習します

情報事務コース
就職に有利な勉強をします

大学・短大 進学

進学・就職

就職

 ～志摩市県立高校だより ～

　資源とごみの分別について
は、単純な勘違いから誤った
分別をしてしまったり、出し
方を間違えたりして、自分が
出した資源やごみに「ご協力
ください！」と書かれた赤い
シールを貼られた人もいるか
と思います。
　そこで、今回は特に間違え
やすい分け方や出し方の例を
ご紹介しますので、資源とご
みの分別にご協力をお願いし
ます。
　不明な点がありましたら、
まずは、「資源とごみの分け
方・出し方」のパンフレットを
ご確認ください。

問い合わせ　ごみ対策課
（エコフレンドリーはまじま内）

 53・1410　  53・1411　
 gomitaisaku@city.shima.lg.jp

誤った出し方 正しい出し方

び
　
ん

「びん」をレジ袋に入れ、それ
を「資源ごみ袋」に入れている
(二重袋)。

「びん」をレジ袋から出し、直接、資源ごみ用の指
定ごみ袋へ

「びん」を入れた資源ごみ袋
に、タバコの吸い殻を入れた
びんが入っている。

タバコの吸い殻を出して、タバコの吸い殻はもや
せるごみ用の指定ごみ袋へ、びんは洗って資源ご
み用の指定ごみ袋へ

１枚の指定ごみ袋に「いろい
ろな色のびん」が入っている。

「びん」は、「無色とうめいのびん」、「色付きのび
ん」に分けて、それぞれ別々の資源ごみ用の指定
ごみ袋に入れて出してください。

「びん」の「ふた」がついたまま
資源ごみ袋に入れている。

「びん」は、「ふた」を取って「無色とうめいのび
ん」、「色付きのびん」に分けて、それぞれ別々の資
源ごみ用の指定ごみ袋に入れて出してください。
取った「ふた」は材質により分別してください。

そ
の
他

資源用ごみ袋に、「やかんやフ
ライパン等の金属製品」、「び
ん」、「お菓子の缶」を入れて
出してある(分別されていな
い)。

「やかんやフライパン等の金属製品」、「お菓子の
缶」はもやせないごみ用の指定ごみ袋に入れて出
してください。「びん」は、「無色とうめいのびん」、

「色付きのびん」に分けて、それぞれ別々の資源ご
み用の指定ごみ袋に入れて出してください。

資源用ごみ袋に、「ナンバープ
レート」を入れて出してある。

「ナンバープレート」は、ごみとして出すことはで
きません。関係機関に返却するか、専門業者に処
理を依頼してください。

「資源とごみの分け方・出し方」パンフレットできちんと分別できていますか？
資源とごみ通信
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鳥
羽
志
摩
薬
剤
師
会
で
は
、
２
カ
月
に
１
回
の
割
合
で
研
修
会
（
勉
強
会
）
を
開
催

し
、
私
は
研
修
委
員
と
し
て
そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
志
摩
の
里
で
も
毎

月
１
回
、
お
薬
勉
強
会
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
鳥
羽
志
摩
薬
剤
師
会
の
研
修
会
で
は
、
医
師
、
管
理
栄
養
士
、
市
役
所
職
員
、

が
ん
サ
バ
イ
ザ
ー
（
が
ん
体
験
者
）
の
方
々
等
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。
薬

や
病
気
の
こ
と
以
外
に
、
低
た
ん
ぱ
く
米
の
試
食
や
、
志
摩
市
の
現
状
を
教
え
て
頂
い

た
り
、
患
者
さ
ん
へ
の
寄
り
添
い
方
な
ど
医
療
者
と
し
て
の
心
得
を
学
び
ま
し
た
。
講

師
の
方
々
の
お
話
は
興
味
深
く
、
毎
回
充
実
し
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
医
療
・
福
祉
、
介
護
は
日
進
月
歩
で
す
。
新
し
い
薬
、
制
度
、
治
療
法
、
ケ
ア
法
、

介
護
用
品
な
ど
が
次
々
に
登
場
し
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
情
報
を
学
び
、
ケ
ア
の

実
践
や
治
療
に
活
か
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
日
の
業
務
に
加
え
、
こ
れ
ら
を
勉
強
す
る
時
間
を
確
保
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
毎
月
１
回
は
勉
強
会
を
す
る
。
参
加
す
る
。」
な
ど
習
慣
に
す
る
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。
周
囲
が
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
る
姿
を
見
て
「
自
分
も
も
っ
と
頑
張
ろ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
も
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
々
、
勉
強
し

志
摩
で
暮
ら
す
皆
さ
ま
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
で
す
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら
第70回

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

薬
剤
師
　
梶か
じ

間ま

　
朋と
も

子こ

　
3
月
は
毎
年
「
卒
業
式
」
が
と
り
行
わ
れ
る
月
で
し
た
が
、今
月
4
月
は
「
入
学
式
」

や
「
入
社
式
」、
各
種
団
体
の
総
会
な
ど
が
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
入
学
式
や
入
社
式
な
ど
の
式
典
は
何
の
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
単
に
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
や
る
気
の
向
上
、
不
安
の
解
消
、
親
近
感
を
深

め
る
、
お
祝
い
の
式
典
な
ど
な
ど
い
ろ
ん
な
意
味
が
あ
り
そ
う
で
す
。
ど
ん
な
意
味
が

重
要
な
の
か
は
、
主
催
者
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
も
考
え
が
違
う
し
、
参
加
者
の
感
じ
方

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
で
し
ょ
う
。
感
じ
方
が
異
な
る
と
し
て
も
、
開
催
の
意
義
は
大
き

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
し
何
の
イ
ベ
ン
ト
も
な
く
毎
年
が
経
過
す
る
と
し
た
ら
、
マ
ン
ネ
リ
化
の
深
ま
り

や
新
鮮
化
の
消
失
、
飽
き
飽
き
感
の
吹
き
溜
ま
り
な
ど
、
よ
く
な
い
循
環
に
な
り
そ
う

で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
、
意
義
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
式
典
が
、
あ

る
程
度
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
時
代
に
応
じ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
は
大
規
模
で
も
小
規
模
で
も
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、

開
催
者
も
参
加
者
も
意
義
を
は
っ
き
り
理
解
し
て
、
開
催
、
参
加
す
る
こ
と
に
心
か
ら

喜
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
み
ん
な
で
考
え
て
、

住
民
に
有
意
義
で
あ
っ
た
り
、
地
域
の
役
に
立
っ
た
り
す
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

入
学
式
の
月

セ
ン
タ
ー
長

　
　
　 だ
よ
り

セ
ン
タ
ー
長

　
　
　 だ
よ
り

セ
ン
タ
ー
長

　
　
　 だ
よ
り

セ
ン
タ
ー
長

田た

畑ば
た

　
好よ
し
基き
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４
月
。春
風
が
吹
き
山
笑
う
美
し
い
季
節
で
す
。海
は
春
の
光
に
き
ら

め
き
、野
山
で
は
草
花
が
次
々
と
咲
き
広
が
り
ま
す
。普
段
は
見
過
ご
し

て
し
ま
う
よ
う
な
植
物
の
小
さ
な
生
命
に
気
づ
き
、う
ら
ら
か
な
陽
気

に
誘
わ
れ
て
出
か
け
た
く
な
る
、そ
ん
な
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
志
摩
市
に
は
、「
新
日
本
歩
く
道
紀
行
１
０
０
選
の
み
ち
」に
選
定
さ

れ
た
、志
摩
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
３
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。「
新
日
本
歩
く
道
紀
行
１
０
０
選
の
み
ち
」は
観
光
資
源・健

康
資
源
と
し
て
、歩
く
こ
と
で
地
域
活
性
化
や
健
康
増
進
を
目
指
し
て

作
ら
れ
た
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

　
今
回
、こ
の
３
つ
の
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
浜
島
太
平
洋
展
望
と
湯
め
ぐ
り
の
道（
浜
島
エ
リ
ア
）」は
、ビ
ン
玉

ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
散
策
道
や
太
平
洋
が
一
望
で
き
る
磯
笛
岬
展
望
台

を
通
る
、爽
や
か
な
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
自
然
を
感
じ
る
に
は
も
っ

て
こ
い
の
道
で
す
。（
コ
ー
ス
10
．８
㎞
）

　
「
大
王
埼
灯
台
と
港
町
へ
の
み
ち（
大
王
エ
リ
ア
）」は
、大
王
埼
灯
台

や
波
切
の
石
工
に
よ
る
石
垣
、漁
師
町
の
風
景
な
ど
古
く
か
ら
の
町
並

み
や
人
々
の
生
活
を
感
じ
な
が
ら
進
む
道
。全
国
か
ら
多
く
の
人
が
町

並
み
を
描
き
に
訪
れ
る
絵
か
き
の
町
の
風
景
を
楽
し
め
ま
す
。（
コ
ー
ス

６
．４
㎞
）

　
最
後
は「
海
女
文
化
が
息
づ
く
み
ち
」で
す
。太
平
洋
の
大
海
原
を
望

み
、海
女
文
化
に
触
れ
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま
す
。麦
埼
灯
台
に
始
ま

り
、時
に
は
砂
浜
も
通
り
な
が
ら
、時
期
に
よ
っ
て
は
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
海
女
漁
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
コ
ー
ス
８
．７
㎞
）

　
皆
さ
ん
も
、志
摩
の
魅
力
と
春
を
探
し
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

志
摩
市
長　
竹
内
千
尋

※�「
新
日
本
歩
く
道
紀
行
１
０
０
選
の
み
ち
」に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
観

光
商
工
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

 

44・０
０
０
５

市
長
コ
ラ
ム

vol.16

市
民
と
共
に

春
を
探
し
て

地域包括支援センターは高齢者の暮らしを総合的にサポートします!!

志摩市地域包括支援センター 市役所1階 ⑤番窓口 介護・総合相談支援課内
 44・0284　  44・5260　  kaigosogo@city.shima.lg.jp

「安心して暮らせる町を目指して」
　私たち「志摩高校漫画・文芸研究部」は、４月から「広報し
ま」に４コマ漫画を描くことになり、まずは、志摩市の高齢者
の現状を知ることから始めようと、認知症サポーター養成講座
を受けました。
　志摩市は 3人に１人が高齢者で、そのうち 5人に 1人が認
知症という時代がくるということに驚きつつ、認知症の方への
接し方について改めて確認することができました。また、知ら
なかったことや誤解していたことに気付くこともでき、大変有
意義な時間を過ごすことができました。
　そして何よりも、認知症の方々が自分を持って堂々と生活し
ておられることに感動し、自分たちにできることは何か、と考
えずにはいられませんでした。講習の後のグループワークでは、
認知症になっても皆が安心して暮らせる町について話し合い、
自分たちの町を見直すきっかけになったのは、とてもよかった
と思います。　　　
� 志摩高校漫画・文芸研究部来月号から志摩高校が「おほ

うさんとかっちゃん」を担当
します。お楽しみに！！
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すくすくラ ンド 4月の子育て支援事業のご案内
事　　業 と　　　き と　こ　ろ

育児サークル
わらじっこ 毎週金曜 9時30分～11時30分

大王公民館
 72・2468

園庭開放
４月はお休みです。
５月から始めます。

志摩幼保園
 85・3217

大王幼保園（大王保育所）
 72・0529

浜島幼保園
 53・0069

ひのでが丘保育所
 55・0577

ひまわり保育所
 55・0177

磯部幼保園
 55・2347

立神保育所
 45・2704

えがお志摩保育園
 45・8600

鵜方保育所
 43・0156

志摩子育て支援センター　  85・0940
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

浜島子育て支援センター　  53・1220
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

子育て支援センターわくわくの森　  44・1117
事　業 と　　き

センター開放
毎週月～金   9時～11時30分

13時～15時30分育児相談

磯部子育て支援センター　  55・1741
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

ひよこクラブ 18日（水） 10時～11時

※いずれの事業も開催日が祝日の場合はお休みです。

　
学
校
や
社
会
は
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

場
で
す
。
学
ん
だ
こ
と
は
具
体
的
な
生
活

の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
家
庭
の
経
済
状
況
な
ど
様
々
な
要
因
に

よ
る
子
ど
も
た
ち
の
困
難
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
今
、
そ
の
こ
と
が
子
ど

も
の
自
己
肯
定
感
や
学
習
意
欲
の
低
下
、

家
庭
学
習
習
慣
の
未
定
着
等
と
し
て
表
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
重
大
な
教
育

課
題
で
す
。

　
私
た
ち
が
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど

も
た
ち
が
持
っ
て
い
る
能
力
を
ど
れ
だ
け

伸
ば
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。

　
学
び
に
向
か
い
に
く
い
子
ど
も
た
ち
を

学
校
や
社
会
の
中
で
見
せ
る
姿
だ
け
で
判

断
し
て
し
ま
え
ば
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い

や
願
い
は
置
き
去
り
に
さ
れ
、
見
落
と
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
人
の
努
力
不
足
と

片
づ
け
ら
れ
、
将
来
へ
の
道
は
閉
ざ
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
個
々
の
生
活
状
況
は
、

子
ど
も
の
育
ち
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る
親
の
思
い
や
願

い
は
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
子
ど
も
た
ち
に
は
自

ら
の
人
生
を
幸
せ
に
生
き
る
権
利
が
あ
る

の
で
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
保

護
者
の
願
い
に
応
え
て
い
く
た
め
、
昨
年

度
か
ら
志
摩
中
学
校
区
で
「
し
ま
子
ど
も

未
来
教
室
」
と
し
て
、
無
料
の
学
習
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
は
、
国・県・市
が
連
携
し
て
、

子
ど
も
の
育
ち
や
子
育
て
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。

　
現
在
、
志
摩
小
学
校
の
四
年
生
か
ら
六

年
生
児
童
を
対
象
に
週
一
回
一
時
間
程
度

の
放
課
後
学
習
支
援
を
実
施
し
、
十
二
人

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
参
加
児
童
の
感
想
」

・
す
ご
く
教
え
て
く
れ
る
人
が
多
く
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
私
は
、
勉
強
が
き

ら
い
だ
っ
た
け
ど
少
し
や
る
気
に
な
り
ま

し
た
。

・
家
に
帰
っ
て
宿
題
を
し
な
く
て
も
い
い

の
で
楽
で
し
た
。
で
も
、
せ
っ
か
く
早
く

学
校
が
終
わ
る
の
に
、
友
だ
ち
と
遊
べ
な

い
の
が
残
念
で
し
た
。

　
学
習
を
支
援
し
て
い
る
の
は
退
職
し
た

学
校
の
先
生
や
地
域
の
方
で
す
。
学
習
面

に
限
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
と
は
い
ろ
い
ろ

な
話
を
し
ま
す
。
と
き
に
は
「
お
楽
し
み

会
」
を
催
す
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
に
な
れ
る
教
室
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
援
す

る
取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
保
護
の
対
象
だ
け
で
は

な
く
、
権
利
行
使
の
主
体
で
も
あ
る

じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
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昨年度開催した「野鳥写真の撮り方」講座に参加された
方たちが撮影した写真を展示しています。

写真展「ふるさと公園で見られる野鳥たち」開催中

市立図書館と志摩図書室では
４月14日（土）～５月13日（日）の期間、
こどもの読書週間にあわせスタンプラリーを開催します。

志摩市立図書館 43・8000 43・8003　志摩図書室 85・7801 85・2563　民俗資料館・磯部図書室 55・2881 55・2935

○市立図書館休み　□市立・志摩・磯部休み
△志摩・磯部・大王・浜島休み

志摩市歴史民俗資料館・磯部図書室からのお知らせ

　老朽化により昨年10月に磯部町下之郷の「慈航庵」、さらに11月
には恵利原の「池渓寺」が取り壊しになりました。それに伴い鬼瓦や
巴瓦、袖瓦等22点が当館に寄贈されました。
　『磯部町史』によりますと、慈航庵は江戸中期頃にはその存在が確
認でき、毎年4月18日の「観音さん」の日になると、多くの人で賑わっ
たといいます。
　一方池渓寺の開基は江戸前期までさかのぼり、宝永3年（1706）と
同５年の２度、鳥羽藩主松平和泉守乗邑が伊雑宮と大歳宮（佐美長
神社）を参詣するため磯部を訪れた際に、大勢の家来と共に休息し
たという記録が残っています。
　屋根の上から人びとを見守り、そして地域の歴史の変遷を見続け
た鬼瓦はその役目を終え、今資料館で皆さまをお待ちしています。

アウシュヴィッツの歯科医
ベンジャミン・ジェイコブス／著【手記】

★くまがまく　
丸
まる
山
やま
誠
さと
司
し
／作【絵本】

ユダヤ人歯科医学生が強制収容所へ送られた。母は彼に
歯の治療用具箱を持たせた。信じがたいほどの試練をか
いくぐって生き延びた青年が綴ったノンフィクション。

「くまがまく　たねをまく　くまはまく　みずをまく　く
まはまく　まめをまく」くまがまくと、いろいろなことが
次々と起こりだす。

海女小屋はちまんかまど世界とつながる
野
の
村
むら
禮
れい
子
こ
・野

の
村
むら
一
かず
弘
ひろ
／著【産業】

★保健室の午後
赤
あか
川
がわ
次
じ
郎
ろう
／著【物語】

食事をしながら海女の話が聞ける「海女小屋はちまんかま
ど」。海女頭である野村禮子と外国人視察ツアーを受け入
れ商品化した息子・一弘が海女文化を残す取り組みを語る。

高校生のみどりは保健室の常連。その日も授業を抜け出
し、保健室で休んでいた。ベッドでうとうとしていると、
誰かが入ってくる足音が聞こえ、目を覚ますと…。

イベント案内
館室名 と　き 内　容

市立

４月16日(月)11時～ おはなし会（赤ちゃん向け）
５月５日(土)9時30分～12時 おりがみくらぶ
５月５日(土)11時～ おはなし会

志摩
４月28日(土)14時30分～ よみきかせ会
５月２日(水)11時～ よみきかせ会（赤ちゃん向け）

磯部 ４月21日(土)13時30分～ 古文書学習会

１4

～寄贈資料を紹介します～

カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
／ 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

世界遺産富士山を行く！
ふ じ い かつひこ もりぐち みつる

きて！みて！よんで！
みんなのとしょかん ・しりょうかん
新しく入った本を紹介します（★は児童書です）
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お知らせ
「募集」「お知らせ」など役立つ情報
をお知らせします

と　き　６月９日(土)、６月10日（日）
ところ　伊勢市観光文化会館
受付期間　�４月12日（木）～４月23

日（月）
　　　　　※�電子申請の場合は、４

月９日（月）～４月20
日（金）17時

　　　　　※�願書は県下各消防本部
にあります。

提出先　�消防試験研究センター三重
県支部

　　　　※�県下の他会場でも試験が
実施されます。

問い合わせ　志摩広域消防組合消防
本部予防課危険物係

 43・1418（平日：８時30分～17時）

平成30年度
前期危険物取扱者試験

と　き　�５月10日（木）９時～16時
30分

ところ　�志摩広域消防組合消防本部
５階　会議室

定　員　�20名（定員になり次第締切）
区分対象　乙種第４類
申込期間　�４月９日（月）～４月27

日（金）
申し込み　志摩消防署
受講料　一般　2,000円　　
　　　　�志摩広域消防組合管内防火

協会会員　1,000円
　　　　※テキスト代　別途必要
問い合わせ　志摩広域消防組合消防
本部予防課危険物係

 �43・1418（平日：８時30分～17時）

平成30年度前期危険物取
扱者試験に伴う予備講習会

　市では、統計法に基づく基幹統計調
査で、登録統計調査員として活動して
いただける人を募集しています。
内容　調査対象への調査票の配布・
収集や調査書類の整理・提出など
　登録者の中から必要に応じて各種
統計調査にご協力をお願いすること
になります。
登録要件
・市在住の20歳以上の人
・�責任をもって調査活動に従事でき

る人
・秘密の保持ができる人
・�税務や警察および選挙に直接関係

のない人
報酬　それぞれの統計調査における
算出基準に基づきお支払いします。
　なお、調査の種類や受持ち件数な
どにより異なります。
募集期間　随時受け付け
その他　現在、市統計調査員として
登録されている人については、引き
続き登録させていただきます。
登録方法　総務課へお問合せ下さ
い。また、市ホームページでも登録方
法について掲載しています。
問い合わせ　総務課

 44・0201　  44・5252

統計調査員を募集して
います募

○高等職業訓練促進給付金とは…
　母子家庭の母（母子及び寡婦福祉法に規定する女子
で、20歳に満たない児童を扶養している人）及びこれに
準ずる父子家庭の父が看護師等の資格取得のため、養成
機関で修業する場合に、修業期間中の生活費の負担軽減
のために「高等職業訓練促進給付金」を支給します。
　また、カリキュラム修了後には「高等職業訓練修了支
援給付金」を支給します。
○対象者
・�市内に住所があり、児童扶養手当を受けているか、

同様の所得水準にあること。
・�養成機関においてカリキュラムを修業し、資格の取

得が見込まれること。
・�仕事または育児と修業の両立が困難であること。
・�過去に訓練促進給付金または訓練修了支援給付金の

支給を受けていないこと。

○対象となる資格
　看護師（准看護師含む）、介護福祉士、保育士、理学療
法士、作業療法士、歯科衛生士、診療放射線技師、栄養
士、美容師、社会福祉士、製菓衛生師、調理師
○支給額
・高等職業訓練促進給付金
　市民税非課税世帯	 月額 100,000円
　前記以外	 月額 70,500円
・高等職業訓練修了支援給付金
　市民税非課税世帯	 50,000円
　前記以外	 25,000円
○その他
・�申請については事前相談が必要です。相談は予約制

ですので、希望される方は、事前にこども家庭課へ
ご連絡ください。また、修業期間や支給期間の詳細
についてもお問い合わせください。

問い合わせ　こども家庭課　  44・0282

高等職業訓練促進給付金について

　『志摩市障害者施策推進協議会』は、
障害者基本法に基づき設置し、「志摩市
障がい者計画」の策定時に意見を具申
します。
　志摩市まちづくり基本条例第23条
により、次のとおり委員を公募します。
開催回数　年３回程度
主な活動内容
・�障害者施策の課題改善、提案
・次回計画策定に向けての取組み
募集人数　５人以内

（応募者多数の場合は選考します）
募集期間　�４月９日（月）～４月27

日（金）
応募方法　名前、住所、年齢、電話番号、
応募動機（様式自由）を記入し、地域福祉
課に直接提出（郵送・FAX・Ｅメールも可）
提出先・問合せ先　地域福祉課

 44・0283　  44・5260
 chiikifukushi@city.shima.lg.jp

志摩市障害者施策推進協
議会委員を募集します募

　看護師の養成及び確保を図ること
を目的に看護師修学生を募集し看護
師修学資金を貸与します。
貸与対象者　養成施設に在学する人
で、養成施設を卒業した後、市民病院
に勤務する人。
募集人員　２人以内
貸与の額　�月額８万円以内 

（予算の範囲内）
募集期限　５月７日（月）17時
※くわしくはお問い合わせください。
問い合わせ・申し込み　志摩市民病院

 73･8877　  72･3949

看護師修学生の募集募

お
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　外国人が志摩市で生活や仕事をし
ていくうえで必要な日本語を、楽し
く学習しながら習得してもらおうと
いう目的のもとで、開講しています。
と　き　�原則第1・第3金曜日 

19:00 ～20:30
　　　　�（また、変則的に休みがある

ため開講日等くわしくはお
問い合わせください）

ところ　鵜方公民館
受講費　１回につき100円
問い合わせ　志摩市国際交流協会

【（株）中央印刷内】
  �0599・43・4101（留守番電話）
 shima5931@gmail.com

しま日本語教室

　市では、志摩の特産品であるきんこ
の６次産業化に取り組んでいます。
　志摩地域におけるきんこの新たな
担い手を育成するため、「きんこ塾」を
発足し、きんこ作りに興味のある方を
募集しています。詳しくは、農林課ま
でお問い合わせください。
申し込み方法　所定の申込書を農林
課に提出してください。
　募集要項・申込書は、農林課窓口、
または、市ホームページにて配布し
ています。
活動期間　�平成30年５月～平成31

年３月
受講料　１万円（１年間）
募集人数　10名
申込期限　４月27日（金）必着
問い合わせ　農林課

 44・0288　  44・5262

「きんこ塾」の塾生募集募

補助対象条件
●�個人（法人は補助対象外）
●�設置場所が下水道等の処理区域外で

あること
●�専用住宅又は店舗併用住宅 
（建売住宅、別荘、店舗などは補助対象外）

●�設置場所に住民票がある方もしくは
設置完了後に住民票を移せる方

●�補助申請した年度内に設置が完了す
ること

●�工事着工前に補助申請すること�など

　市では、キレイな志摩の自然を守り、いつまでもその恵みを受けることができるよう、「新しい
里海創生によるまちづくり」を推進する取り組みのひとつとして、単独処理浄化槽又は汲み取り便
槽から合併処理浄化槽へ転換する方などに、予算の範囲内でその費用の一部を補助しています。

補助金額（上限）
平成30年度補助金額（上限）

人槽 単独処理浄化槽 
からの転換

汲み取り便槽 
からの転換 新築等

5人槽 594,000円 504,000円 168,000円
7人槽 636,000円 546,000円 207,000円
10人槽 726,000円 636,000円 276,000円

備考 単独撤去費用及び
配管費用を含む 配管費用を含む ―

問い合わせ　環境課　  44・0228　  44・5260

合併処理浄化槽への転換には補助金が利用できます！

　スポーツ以外の活動にも利用でき
ますので、ぜひご利用ください。
対象　スポーツ（指導含む）・文化・ボ
ランティア・地域活動を行う４人以
上のアマチュアの団体（例・テニス
サークル・茶道教室など）
申し込み方法
○加入依頼書で加入
　�生涯学習スポーツ課または各施設
（浜島支所・大王公民館・志摩支所・
阿児アリーナ・磯部支所）、百五銀
行各支店に備え付けの加入依頼書
に記入の上、指定銀行へ。

○ネットで加入
　�「スポ安ねっと」で会員登録後、名簿

を作成しコンビニ等でお支払い。
問い合わせ
○加入に関して
　スポーツ安全協会三重県支部
　  059・372・8100
○事故・保険内容に関して
　�東京海上日動　東海スポーツ安全

保険コーナー
　  0120・789・057

スポーツ安全保険の
ご利用について

　市では、市民の健全なスポーツ・文
化の推進を図ることを目的に、全国
大会以上の大会に出場する個人や団
体に対し、激励金の支給をします。く
わしくはお問い合わせください。
問い合わせ　生涯学習スポーツ課

 44・0339　  44・5263

志摩市スポーツ・文化
全国大会等出場激励金
の支給について

　「電話お願い手帳」は耳や言葉の不
自由な人が、電話連絡をしたい時に、
近くの人に協力をお願いするための
ものです。外出先や災害時などで「電
話お願い手帳」を提示された時には、
皆さまのご協力をお願いします。
配布場所　
地域福祉課・各支所・健康推進課
問い合わせ　地域福祉課

 44・0283　  44・5260

NTTから
「電話お願い手帳」を
寄贈いただきました

　市では、自然環境の保全や地域資
源の持続可能な利活用、地域の情報
発信などの活動をされている皆さん
の活動計画を募集しています。
募集期間　４月20日（金）まで
応募資格　実施者は個人・団体を問
いません。「新しい里海創生によるま
ちづくり」につながる活動であれば
応募していただけます。
応募方法　事業計画票（所定の用紙）
に必要事項を記入の上、政策推進部
里海推進室に提出してください。
ファックス、メールでも可。
※事業計画票は、政策推進部里海推
進室及び各支所窓口で配布します。
また、志摩市ホームページ又は新し
い里海のまち・志摩ホームページか
らもダウンロードできます。
HP  http://www.satoumi.-shima.jp/
公開方法　新しい里海創生活動計画集
は、活動を掲載された皆さんに１部ず
つ郵送します。また、新しい里海のま
ち・志摩ホームページで公開します。
問い合わせ　政策推進部里海推進室

 44・0206　  44・5252
 satoumi@city.shima.lg.jp

『新しい里海創生』に向けた
活動計画の募集について募
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今月の相談事業など
種目 内容・対象 相談員など 日程 場所 申し込み・問い合わせ

家庭児童相談室 18 歳未満の子どもについての相
談。電話での相談も可能。 家庭相談員など

平日
９時～ 12 時
13 時～ 16 時

市福祉事務所
家庭児童相談室

44・0282
44・5260

母子・父子相
談、女性相談

ひとり親家庭・寡婦からの相談。
女性からの相談（配偶者からの
暴力についてなど）。電話での相
談も可能。

母子・父子自立支
援員、女性相談員

平日
９時～ 12 時
13 時～ 16 時

市福祉事務所
こども家庭課

44・0282
44・5260

市こころの相談 こころの病や
こころの健康づくりについて 保健師

4 月 18 日（水）
9 時～ 12 時、13 時～ 16 時
※要予約（4 月 17 日（火）12 時まで）

保健センター
（サンライフあご３階）

健康推進課（保健センター）
44・1100

※随時相談も行っています。

出張年金相談 年金に関する相談 社会保険労務士 4 月 12 日 ( 木 )
10 時～ 15 時 志摩市商工会館 日本年金機構伊勢年金事務所

0596・27・3601

不動産に関する
無料相談 宅地建物取引に関する相談 宅地建物取引士 平日 10 時～ 16 時（予約受付）

※相談は予約制です
三重県宅地建物取引業
協会伊勢志摩支部

（伊勢市勢田町 472）

三重県宅地建物
取引業協会伊勢志摩支部

0596・24・1685

ヨイハデー特別企画
歯のこと何でも

電話相談
（相談無料）

日頃から気になっている「歯に
関する悩み」を歯科医師が直接
回答します。

歯科医師 4 月 15 日（日）
10 時～ 15 時

相談用電話番号
059・225・1071
059・225・8747

三重県保険医協会
059・225・1071

HP  http://mie-hok.org

特設
人権相談

日常生活におけるさまざまな人
権問題に関する相談 人権擁護委員

4 月 10 日（火）13 時～ 15 時
※津地方法務局伊勢支局では随時
相談を行っています。

0596・28・6158

志摩文化会館
研修室

人権市民協働課
44・0227

　日本赤十字社三重県支部では、災害
や不慮の事故、急病に際しての応急手
当や、健康で安全な生活を営んでいた
だくための講習会を実施します。
　開催期日などくわしくは、市役所本
庁、各支所窓口に設置したパンフレッ
トで確認してください。
問い合わせ　日本赤十字社三重県支部

 059・227・4145

赤十字講習会を開催し
ます

　国指定重要無形民俗文化財である
「安乗の人形芝居」の保存・継承並び
に、後継者の育成を目的に、人形遣い
手講座を開催します。
　人形の遣い手として、「安乗の人形
芝居」を支え、盛り立てていってくれ
る方の参加をお待ちしています。
○内容
対象者　15歳以上の方
練習回数　月2回程度
練習場所　安乗漁民センター　また
は安乗人形芝居舞台（安乗神社境内）
練習内容　安乗人形芝居保存会の指
導のもと、3人による人形遣いの手
法を学びます。
受講料　受講料は無料ですが、ス
ポーツ安全保険に加入するため、年
額800円を負担していただきます。
○事前説明会
・�と　き　�4月25日(水)　 

19時30分～
・ところ　安乗漁民センター
※�下記へ電話で申し込んでくださ

い。
○問い合わせ　生涯学習スポーツ課

 44・0339

-伝統芸能継承事業-
「人形遣い手講座」を開催
します

募
　志摩市観光農園では、芝桜の開花期
に合わせて４月10日火曜日からオー
プンします。
　農園では、７種類の芝桜がなだら
かな斜面に植えられ、赤、ピンク、ブ
ルー、白色など色とりどりに織りなす
芝桜のグラデーションが楽しめます。
ところ　�志摩市磯部町穴川511-5 

道の駅「伊勢志摩」に隣接
開園時間　９時～17時
入園料　100円（中学生以下は無料）
駐車場：あり（無料）
問い合わせ　農林課

 44・0288　  44・5262
 norin@city.shima.lg.jp

志摩市観光農園の開園
のお知らせ

　第８回目となる伊勢志摩ツーデーウ
オークでも、志摩市民の皆様へ市民割引
をご用意いたしました。
　普段何気なく通っている志摩の道に
は、すてきな景色や見所が満載です。
　ぜひこの機会に志摩再発見をしてみま
せんか？
　市民割引申込は５月１日（火）まで申込
可能です。期日以降は割引対象外となり
ますのでご注意ください。
　皆様のご参加をお待ちしております！
問い合わせ　
事務局　志摩スポーツコミッション

 44・4450

５月26日（土）・27日（日）
第８回伊勢志摩ツーデーウオーク開催決定！
〜みんなで歩こう！ココロとカ
ラダはずむ「志摩里海のみち」〜
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全　域
総数 51,068 人（-58）　男 23,896 人（-34）　女 27,172 人（-24）
世帯数 22,849 世帯（-17）
地区別
浜島町 4,397 人（-9）　大王町 6,370 人（-2）　志摩町 10,638 人（-32）
阿児町 22,021 人（-2）　磯部町 7,642 人（-13）

事故数／ 78件（-12）　うち人身事故 9件（0）　物件 69件（-12）　死者数／ 1人（1）　
傷者数／ 10人（0）

件数／ 8件（6）

出動件数／ 348 件（-28）　　広域管内（南勢分署含）

（平成30年2月28日現在）
（　）内の数字は前月との比較です。

（　）内の数字は前年との比較です。

人口

交通

火災

救急

月のデータ３３

P ５ ー志摩びとクイズー　答え　�①漫画・文芸研究部

各種相談やイベント情報などを掲載しています
※日程などは変更となる場合があります

今月の納税・納付
介護保険料　1 期

  ※�口座振替の人は、預貯金 
残高をご確認ください。
納期限5月1 日（火）

４月  広報カレンダー

市休日夜間応急診療所のご案内
場　　所　県志摩庁舎２階
　　　　　（旧志摩保健所）
電話番号　43・5899
診療科目　内科・小児科
受付時間　 印の日は夜間
　　　　　19時30分～21時30分
　　　　　 印の日は昼間
　　　　　（日曜・祝日診療の日）
　　　　 　  9時30分～12時00分
　　　　　13時30分～16時00分

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

４月

５月

診 療 日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

市民課窓口延長
（19時まで）

認知症カフェ
（川 辺 コ ミ ュ ニ
ティセンター）

8 9 10 11 12 13 14
市民課窓口延長

（19時まで）
乳幼児健康相談

（磯部幼保園内）
特設人権相談

（志摩文化会館）

15 16 17 18 19 20 21
市民課窓口延長

（19時まで）
乳幼児健康相談

（浜島幼保園内）
こころの相談

（サンライフあご）
成人健康相談

（磯部生涯学習セ
ンター）
乳幼児健康相談

（志摩幼保園内）

22 23 24 25 26 27 28
乳幼児健康相談

（サンライフあご）
市民課窓口延長

（19時まで）

乳幼児健康相談
（サンライフあご）

成人健康相談
（志摩文化会館）

29　昭和の日 30　振替休日

◇コンビニ受診はやめましょう！
◇診療をしない薬のみの処方は行っておりません。

　4月6日（金）から4月15日（日）までの10日間「春の全国交通安全運動」が実施されます。
　また、期間中の4月10日（火）は、「交通事故死ゼロを目指す日」となっています。
　新しい生活が始まり希望あふれるこの季節は、初めて通園・通学する子どもたちや初心者の方が
車の運転をする機会が増えるなど、交通事故への意識も高まります。
　交通ルールを守り、正しい交通マナーを実践して、思
いやりとゆずりあいで、交通事故の無い、安心安全なま
ちづくりを目指しましょう。
問い合わせ　地域防災室　  44･0203　  44・5252

年間スローガン
｢思いやる　やさしい心で　走る三重｣
～気持ち良い　運転マナーの　美

うま
し国～

「春の全国交通安全運動」
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第76回国民体育大会志摩市準備
委員会　設立総会・第１回総会３/ ２

　2021年に三重県で開催される第76回国民体育大会に
おいて、志摩市は正式競技３競技とデモンストレーション
スポーツ２競技の会場地に選定されています。志摩市の魅
力に溢れたおもてなしにより、皆さんの心に残る大会とな
るよう開催準備に万全を期すため、各界各層からなる「第
76回国民体育大会志摩市準備委員会」の設立総会と第１回
総会が志摩市磯部生涯学習センターで開催されました。

自衛隊入隊予定者激励会２/20

　市役所で、志摩市から自衛隊に入隊予定者5人のうち3人
が出席し、激励会が行われました。市長や自衛官募集相談
員らから「災害救助や国際社会への貢献など、皆さんの活
躍を心から期待します」と激励の言葉を贈られた入隊予定
者の3人は、「志摩市出身としての誇りを持って、立派な自
衛官になれるよう精いっぱい頑張りたいです」と力強く抱
負を語ってくれました。

　２月６日（日本時間７日）、台湾東部・花蓮県の沿岸を震源とす
るマグニチュード６を超える地震があり、志摩市と友好交流協定
を締結する予定である花

か
蓮
れん

県
けん

新
しん

城
じょう

郷
ごう

にも被害が発生しました。
　このことを受け、市商工会館で被災された新城郷に対し、志摩
市と市国際交流協会をはじめ、志摩市青年会議所やＮＰＯ法人

「志摩地域力開発研究所」のメンバーで募金を呼びかけました。

台湾東部地震
新城郷支援金募金活動の実施２/ ８

認知症を考える市民のつどい２/24
　認知症に
なっても安
心して暮ら
せるまちづ
くりについ
て 考 え る
きっかけ作
り と し て、
(株)エーザ
イ と 共 催
で 講 演・映

画上映会を開催しました。鳥羽市立長岡診療所 鈴木孝明
先生による講演「みんなが笑顔でいられますように！～認
知症を学び、まちづくりにつなげる～」の他、伊勢真一監督
ヒューマンドキュメンタリー映画「妻の病－レビー小体型
認知症－」を上映しました。

　志摩市商
工会館にて

「カフェDE
国際交流」
が開催され
ました。
　市国際交
流協会が主
催 し、市 民
と外国人住
民がお互い

の文化や習慣を知り、違いを受け入れ、尊重できる国際理解の
促進を図ることを目的に毎年開催しています。
　今年はインドネシア出身のメイスクさんを講師に迎え、約
30名の参加者がありました。参加者たちは、メイスクさんの
お話を通して異文化の理解を深めました。

志摩市国際交流協会
「カフェDE国際交流」２/17

　いせ市民活動センターで、志摩市・伊勢市・鳥羽市の国際交
流協会が主催し、一日目に鈴鹿大学教授の舟橋宏代さん、二
日目に三重大学准教授の松岡知津子さんをお迎えして「日本
語学習支援ボランティア養成講座」を開催しました。
　外国人住民へのよき理解者となり、やさしい日本語を指導
出来る人材を養成することを目的に開催し、日本語ボラン
ティアとして活動している方や関心のある方延べ60名が参
加しました。

日本語学習支援
ボランティア養成講座２/17・18
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平成30年　志摩市三十路式２/18

　賢島宝生苑にて「平成30年　志摩市三十路式」が開催さ
れました。「志摩市三十路式」は、30歳という節目に、10年
前の成人式の時とは違う社会経験や過ごしてきた環境を
踏まえ、故郷を想い、これからの人生や未来を考えるイベ
ントとして志摩市三十路式実行委員会が開催しています。
４回目となる今年は、初の企画として竹内市長とのトーク
セッションを行い、次代を担う決意を固めました。

関西サーファーズユニオンから復興支援
海岸保全協力金の贈呈がありました２/23

　関西エリアのサーファーたちによって被災地の海岸復
興支援などを目的に結成された関西サーファーズユニオ
ンから、復興支援海岸保全協力金の贈呈がありました。代
表の福田義明さんからお預かりした80万円は、東松島市と
気仙沼市の災害復旧及び復興事業に活用される寄付金口
座へ送金しました。

　三重県遊技業協同組合鳥羽志摩支部より、保育の充実を
図ることを目的に、志摩市内の公立保育所に80万6千円の
寄附金の贈呈が行われました。この寄附は、同支部が毎年
続けている取り組みで、今年で8年目を迎えました。山口浩
二支部長から目録を受け取った市長は、「子どもたちの健
全育成に利用したい」と謝辞を述べました。寄附金は、市内
10の保育所の備品購入などに充てられます。

　当日は竣工式の後、ワークショップに参加した子ども達と
「子ども建築家同窓会」を開催しました。設計段階で意見を取
入れ、施工段階でステンドグラス、モザイクタイルの作成に
かかわりました。午後にはその成果とともに内覧会を行いま
した。

（祝）東海小学校竣工式・内覧会３/ ３

三重県遊技業協同組合鳥羽志摩支
部より寄附金の贈呈がありました２/23

　磯部生涯学習
セ ン タ ー で、「波
切の石工～日本
近 代 の 鉄 道・港
湾・河川工事を発
展させた人々～」
が行われました。
かつて旧志摩民
俗資料館の展示・
資料の収集にも

携われ、民俗学や民具学を研究されている、印
いん

南
なみ

敏
とし

秀
ひで

氏（愛知
大学地域政策学部教授）の講演会に、150人の参加がありま
した。
　築港工事を契機として、全国に活躍の場を広げていった、
波切の石工たちの技術力の高さや、その歴史について、参加
された皆さんが熱心に聞き入っていました。

志摩市歴史民俗資料館講座
「波切の石工」を開催しました３/ ４

　志摩市商工会館で、“御食国志摩”サステナブルシーフード
シンポジウムを開催しました。研究者から、和具地区のイセ
エビ漁が限りある海の資源を将来にわたって利用し続ける
ことのできる持続可能な漁業であることが説明され、その価
値を調理師などと一緒に消費者に伝えていくことが必要で
あることなどが話し合われました。

世界が注目！！
イセエビ漁！シンポジウム３/ ８
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この広報は、環境に配慮する
ため、植物油性のインキとグ
リーン購入法の基準を満たす
再生紙を使用しています。

編集・発行／志摩市　市長公室　〒517-0592  三重県志摩市阿児町鵜方3098-22
2525・44）9950（    　0020・44）9950（

くわしくはWEBで  志摩市役所  検索　　　　
shichokoshitsu@city.shima.lg.jp  　　　　

FAX

HP
広報しまへのご感想・ご意見
をお寄せください。　　　　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら

新
し
い

里海のまち
・志
摩

阿児アリーナ が
４月１日 リニューアルオープン します

４
月
号

ご迷惑をおかけしていました阿児アリーナの大規模改修工事が完了し、４月１日にリニューアルオープンします。
施設の利用方法、開館時間などは今までどおりです。新しくなった阿児アリーナを皆さんぜひご利用ください。

問い合わせ　阿児アリーナ
 43・7000　  43・7003
 a-arena@city.shima.lg.jp 

４　
対
象
者

　

�　
志
摩
市
内
に
在
住
、
勤
務
及
び
通
学

し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

５　
講
習
人
員

　
　
毎
講
習
20
名
以
内
と
し
ま
す
。

６　
申
込
方
法
等

　

�　
消
防
署
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る

日
の
10
日
前
ま
で
に
消
防
署
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　
※�

申
込
書
は
、
志
摩
広
域
消
防
組
合
の

Ｈ
Ｐ
か
ら
も
取
得
可
能
で
す
。

７　
そ
の
他

　

�　

詳
し
い
講
習
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
志
摩
消
防
署

　

 

０
５
９
９
・
43
・
１
４
１
８

　
志
摩
広
域
消
防
組
合
で
は
、
毎
月
２
回

（
５
日
と
20
日
）
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
扱
い
を
含
め
た
救
命
講

習
（
普
通
救
命
講
習
・
上
級
救
命
講
習
）

を
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。

１　
開
催
日
時

　
⑴　
開
催
日（
下
記
予
定
表
の
と
お
り
）

　
⑵　
開
催
時
間

　
　
ア　
普
通
救
命
講
習

　
　
　
　
13
時
か
ら
16
時
ま
で

　
　
　
　
※�

普
通
救
命
Ⅰ�

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

　
　
　
　
※�

普
通
救
命
Ⅲ�

新
生
児
・
乳
児
・
小
児
に
対

す
る
心
肺
蘇
生
法

　
　
イ　
上
級
救
命
講
習

　
　
　
　

�

８
時
30
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で

（
昼
休
憩
１
時
間
）

　
※�

都
合
に
よ
り
、
開
催
が
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

２　
開
催
場
所

　
　
志
摩
市
阿
児
町
鵜
方
３
０
８
０
番
地

　
消
防
本
部
庁
舎

　
※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

３　
講
習
内
容

　
⑴　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

　
⑵　
心
肺
蘇
生
法
や
止
血
法
な
ど

平
成
30
年
度

�

救
命
講
習
開
催
の
お
知
ら
せ

予定表
普通救命Ⅰ 普通救命Ⅲ 上級救命

 4 月―――――・20 日（金）
 5 月 5日（土）・20 日（日）
 6 月 5日（火）・20 日（水）
 7 月 5日（木）・20 日（金）
 8 月 5日（日）・20 日（月）
 9 月 5日（水）
10 月 5日（金）・20 日（土）
11 月 5日（月）
12 月 5日（水）
 1 月 5日（土）
 2 月 5日（火）・20 日（水）
 3 月 5日（火）

20 日（火）
20 日（木）
20 日（日）

20 日（木）

20 日（水）

１階ロビーの木製家具は 
「みえ森と緑の県民税市町交付金事業」により
県産材を活用し設置しました。

オーシャンホール

化粧室 トイレ 会議室 控室

ベイホール １階ロビー


